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●本号の特集 1 では，病院で働く看護師の皆さんがさらに
専門性を発揮し，医療の質向上につなげるための業務整理・
再編の考え方について，取り上げました。多職種間の合意
形成，新しい業務に取り組むスタッフの安全確保・教育体
制の確立など，業務変更には大小さまざまなプロセスが存
在することがわかりました。限られた資源を組み合わせ，
最高のパフォーマンスを医療チームとして提供するために，
どのような機能を強化し，集約化を図るのか ─ さまざ
まな工夫が各地の病院看護部で実施されていることと思い
ます。本テーマは継続的に追っていきたいと考えており，
ご投稿を賜ればうれしいです。●次号からは新しいデザイ
ンに変わります。より皆さまに愛される誌面をめざします。
2014 年も『看護管理』をどうぞよろしくお願い申し上げま
す。（小齋）

●本号の特集 1 は，6 月末に新潟市で開催された第 63 回
日本病院学会でのワークショップをもとに構成いたしまし
た。皆様の病院でのお取り組みのご様子も，ぜひ編集室に
お寄せください。●晩秋の寒さに耐えかね，岩盤浴に行っ
てまいりました。暗く暑い部屋のなか，汗だくで砂利の上
に寝転んでいる人々は奇妙な一体感に包まれます。初対面
でも世間話が弾み，「○○が専門だが，実際は他の業務が
多く専念できない」と仕事の愚痴をこぼされる方もいらっ
しゃいました。それでも自身の専門を語るときは皆明るい
表情になり，専門業務での活躍は，全体の効率化だけでな
く自己肯定感の向上にもつながるのだと感じました。●シ
リーズ「病院デカ」「患者の目線」は本号で最終回です。ご
愛読ありがとうございました。次号から続々と始まる新連
載も，楽しみにお待ちください。（笹山）

編集後記

【Facebook 始めました！】アカウントをおも
ちの方は「看護管理」で検索していただき，

「いいね！」をよろしくお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◎ twitter アカウントは，@kangokanri です。
あわせてフォローをお願いいたします。

●「読者の声」を募集しています。
職場などでの感動的なエピソード，困っている問題，また弊誌への感想をお寄せ
ください。掲載者には粗品を差し上げます。
E-mail　kangokanri@igaku-shoin.co.jp
twitter　http://twitter.com/kangokanri

●対話を大切にした組織開発 ─リーダーに大切にしてほしい心構え　中野民夫

●組織をひらくファシリテーション ─ 看護現場が変わる！　対話型の場づくり　
浦山絵里

●がん患者を支援するスタッフ育成におけるファシリテーションの意義　阿部まゆみ

●�埼玉県が看護職研修にファシリテーションを導入したねらいと成果� 　
守谷明子，佐川みゆき

●会議を会議で終わらせない ─ 多職種による対話の場で陥りがちなピットフォー
ルと解決策　守屋文貴

●�［座談会］対話が組織を変える！　ファシリテーター型リーダーをめざそう� 　
中野民夫，鈴木まり子，浦山絵里

　対話を通じた理念共有型の組織づくり，スタッフの自律学習を促進するマネジメントこそ
がサステイナブルな組織を実現します。とりわけ，環境変化が激しい病院看護部においては，
患者・家族，スタッフをはじめとするさまざまなステイクホルダーとの対話が必須。こうし
たさまざまな要因から，これからの看護マネジメントには対話を促進する“ファシリテーター
型リーダーシップ”が欠かせません。本特集では，ファシリテーターとは何か，ファシリテー
ター型リーダーシップとは何かについて，本領域第一人者の寄稿と，看護職の実践報告で
紐解きます。患者・家族との意思決定，人材育成や病棟運営，多職種チームにおける業務
推進の円滑化にぜひお役立てください。

対話が組織を変える！
ファシリテーター型リーダーシップ

特集1

小児緩和ケアチームにおける多職種協働の在り方　多田羅竜平
［特別記事］

うちの師長会・主任会①　手稲渓仁会病院　Teine ナレンジャー管理☆ゼミナール
─ 学習する師長会をめざして

［新シリーズ（巻頭）］

大学主催による新人看護職員の「社会化」支援 ─ 札幌市立大学往還型研修　
松浦和代，ほか

［3回シリーズ］

看護事故の舞台裏　長野展久
［新連載］

看護現場に求められるデザイン思考と問題解決志向　阿久津靖子
［TOPICS］
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